
広
島
県
三
次
市

　
三
次

み
よ
し

工
業
団
地

期

は
中
国
地
方
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
広
島
県
営
の
工
業
団
地
だ
。

　
３
月

日
に
は
大
部
分
が
無
料
区
間
の
「
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線

中
国
や
ま
な
み
街
道

」
が
全
線
開
通
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
中
国
自
動
車
道
と
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
完
成
し
、
同

工
業
団
地
へ
の
交
通
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。

　
２
０
１
４
年
、
三
次
市
は
設
備
投
資
へ
の
助
成
を
拡
充
し
た
。

広
島
県
と
と
も
に
、
西
日
本
で
の
事
業
展
開
を
計
画
す
る
企
業
を

強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

主
要
産
業
団
地
の
紹
介
〈
順
不
同
〉

産
業
用
地
創
出
に
向
け
た
受
け
皿

松
本
市

　
松
本
市
の
「
新
松
本
工
業
団
地
」
は
長
野
自
動
車
道
の
松
本
Ｉ

Ｃ
、
塩
尻
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
約

分
の
距
離
に
あ
る
。
本
州
・
長
野
県

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、首
都
圏
、中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好

だ
。
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
、
信
州
ま
つ
も
と
空
港
と
い
っ
た
交
通
の
玄
関

口
と
も
近
接
し
て
い
る
。
市
内
に
は
信
州
大
学
や
信
州
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ー
ズ
育
成
拠
点
な
ど
の
産
学
官
連
携
拠
点
が
充
実
。
医
療
産

業
に
参
入
し
た
い
企
業
と
大
学
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
創

出
の
取
り
組
み
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
工
業
団

地
へ
の
進
出
に
あ
た
っ
て
は
医
療
、健
康
、福
祉
、
環
境
分
野
な
ど

に
関
わ
る
知
識
集
約
型
企
業
へ
の
優
遇
制
度
を
設
け
て
い
る
。

栃
木
県
企
業
立
地
促
進
協
議
会

　
栃
木
県
は
東
京
か
ら
宇
都
宮
ま
で
最
速

分
で
結
ぶ
東
北
新
幹
線

や

日
に
開
業
す
る
上
野
東
京
ラ
イ
ン
、
東
北
・
北
関
東
の
各
自
動

車
道
が
通
じ
る
な
ど
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
。
台
風
な
ど
自
然
災
害

が
少
な
い
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
企
業
に
は
最
適
な
立
地
環
境

に
あ
る
。
輸
送
機
械
を
中
心
に
多
様
な
製
造
業
が
立
地
し
て
い
る
こ

と
が
そ
の
証
と
い
え
る
。

　
栃
木
県
で
は
５
月

日
、
大
阪
・
梅
田
の
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
に

お
い
て
「
と
ち
ぎ
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
Ｉ
Ｎ
大
阪
」
を
開
催
し
、
福

田
富
一
知
事
が
自
ら
栃
木
県
の
魅
力
を
説
明
す
る
。
企
業
立
地
の
観

点
か
ら
栃
木
県
の
特
性
や
優
位
点
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

広
島
県

　
広
島
県
は
西
日
本
の
産
業
拠
点
で
あ
り
、
造
船
・
鉄
鋼
・
自
動

車
な
ど
の
重
工
業
か
ら
、
電
気
機
械
・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
な

ど
の
先
端
産
業
ま
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
層
の
厚
い
産
業
群
を

形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
世
界
屈
指
の
独
自
技
術
を
持
つ
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
が
数
多
く
立
地
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
事
業
展
開
に
適
し
た
環
境
が
あ
る
。
ま
た
、
東
広

島
・
呉
自
動
車
道
お
よ
び
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
が
今

月
全
線
開
通
と
な
り
、
拠
点
性
が
一
層
高
ま
る
。

　
今
後
は
さ
ら
に
市
町
と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
の
工
場
な
ど
の
誘

致
に
加
え
て
、
多
様
な
機
能
・
技
術
・
人
材
を
呼
び
込
む
新
た
な

投
資
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

立
ち
上
が
る
地
方

栃
木
県
土
地
開
発
公
社

　
栃
木
県
土
地
開
発
公
社
は
造
成
が
完
了
し
た
「
日
光
産
業
団
地
」

の
分
譲
を
３
月
７
日
に
開
始
し
た
。
同
団
地
は
日
光
国
立
公
園
の
表

玄
関
に
位
置
し
、
素
晴
ら
し
い
景
観
と
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
東
北
自
動
車
道
宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ

か
ら

約

・
５

、
日
光
宇
都
宮
道
路
の
土
沢
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
２
・
５

と
利
便
性
が
良
い
。

　
分
譲
面
積
は

万
２
０
０
０
平
方

で
、
分
譲
価
格
は
１
平
方

当
た
り
１
万
２
７
０
０
円
。
同
公
社
は
こ
の
ほ
か
宇
都
宮
西
中
核
、

中
田
原
、
品
川
台
、
轟
、
情
報
の
森
の
各
工
業
団
地
を
分
譲
中
で
あ

る
。

小
山
市

　
小
山
第
四
工
業
団
地
は
、
４
月
か
ら
３
区
画
約
４
万
６
０
０
０
平

方

の
予
約
分
譲
を
予
定
し
て
い
る
。
新
４
号
国
道
か
ら
わ
ず
か
２

０
０

の
好
立
地
に
加
え
、
延
伸
開
通
す
る
圏
央
道

首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道

に
よ
り
新
４
号
国
道
を
通
じ
た
京
浜
・
東
海
・
近

畿
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
改
善
す
る
。

　
ま
た
、
分
譲
価
格
も
１
平
方

当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
と
格
安

で
あ
る
こ
と
や
、
最
大
で

％
と
な
る
土
地
取
得
助
成
金
な
ど
の
企

業
立
地
優
遇
制
度
に
よ
り
、
工
場
建
設
の
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
分
譲
開
始
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
企
業
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
る
。

　　 ２０１５年 平成２７年 ３月１２日 木曜日 【広告特集】 （ ）

　
地
方
創
出
が
本
格
化
す
る

こ
と
は
地
方
へ
の
産
業
立
地

の
加
速
が
予
想
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
の
受
け
皿
と
な
る
産

業
用
地
整
備
が
必
要
と
な
る

が
、
地
方
自
治
体
の
財
政
難

や
農
地
な
ど
の
規
制
緩
和
で

開
発
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
企
業
誘
致

へ
の
ス
ピ
ー
ド
対
応
と
し
て

工
場
や
学
校
な
ど
の
跡
地
活

用
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、

長
く
続
い
た
円
高
で
生
産
の

海
外
移
管
が
進
み
、
バ
ブ
ル

期
な
ど
に
地
方
に
進
出
し
た

企
業
は
産
業
構
造
の
変
化
に

よ
る
生
産
体
制
の
見
直
し
か

ら
工
場
の
遊
休
地
化
、
工
場

閉
鎖
な
ど
で
跡
地
が
増
え
て

い
る
。
さ
ら
に
少
子
化
に
よ

っ
て
学
校
の
統
廃
合
が
進
む

中
、
閉
校
さ
れ
る
学
校
跡
地

が
増
加

図
３

。
そ
れ
ら

の
跡
地
を
工
場
用
地
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
、
企
業
立

地
に
対
す
る
コ
ス
ト
低
減
や

生
産
の
ス
ピ
ー
ド
対
応
が
可

能
に
な
る
。

　
北
九
州
市
の
臨
海
部
に
立

地
す
る
三
菱
化
学
黒
崎
事
業

所
は
、
工
場
内
の
遊
休
地
を

「
企
業
内
工
業
団
地
」
と
し

て
活
用
す
る
。
黒
崎
事
業
所

は
１
９
３
５
年
に
化
学
品
生

産
の
工
場
と
し
て
立
地
し
、

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
時
代

を
経
て
、
近
年
の
産
業
構
造

変
化
に
よ
り
遊
休
地
が
増
加

し
た
。
こ
の
た
め
、
北
九
州

市
と
協
力
し
「
企
業
内
工
業

団
地
」
と
し
て
企
業
誘
致
を

図
る
こ
と
と
し
た
。
三
菱
化

学
は
遊
休
地
の
有
効
活
用
が

で
き
、
北
九
州
市
は
多
額
の

財
政
負
担
を
し
て
工
業
団
地

開
発
を
し
な
く
て
も
企
業
誘

致
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
と
な

る
。
ま
さ
に
一
石
二
鳥
の
企

業
誘
致
戦
略
で
あ
る
。

　
学
校
跡
地
で
は
秋
田
県
大

館
市
の
小
学
校
跡
地
に
生
ハ

ム
の
工
場
を
誘
致
し
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
商
品
を
売

り
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
工
場
跡
地
、
学
校
跡
地
が

工
場
用
地
と
し
て
よ
み
が
え

る
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て

地
域
創
生
の
受
け
皿
と
し
て

再
生
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
創
生
は
地
域
の
雇
用

拡
大
に
向
け
た
政
策
と
し
て

重
要
で
あ
る
。
特
に
、
産
業

立
地
政
策
で
は
従
来
の
政
府

主
導
と
異
な
り
、
地
域
の
自

立
的
な
政
策
展
開
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
地
域
資
源
を
い

か
に
見
つ
け
、
そ
れ
を
い
か

に
活
用
す
る
か
が
地
方
創
生

の
基
本
と
な
る
。
中
で
も
産

業
立
地
戦
略
の
推
進
に
は
、

地
域
の
中
核
企
業
の
育
成
と

企
業
誘
致
の
両
輪
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
今

後
の
企
業
誘
致
戦
略
は
い
か

に
地
域
の
産
業
集
積
を
図

り
、
企
業
の
受
け
皿
と
な
る

工
場
・
学
校
な
ど
跡
地
の
有

効
活
用
を
進
め
て
い
け
る
か

が
重
要
と
な
る
。

　
立
地
企
業
の
コ
ス
ト
減
や

ス
ピ
ー
ド
短
縮
に
つ
な
が

り
、
従
来
と
違
っ
た
展
開
の

芽
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
芽
を
育
て
る
こ
と
は
地
方

が
立
ち
上
が
る
一
つ
の
手
段

と
な
る
。


